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ミュレーションシステム「WASS(Wayfinding Active Simulation System)」を独自開発し、それを活用し
た繰り返し経路探索実験によって、高齢者施設におけるアンカーポイント（手がかりの要）を特定する
ことで空間のわかりやすさを評価する方法の解明を目指した。 
  本論文は、序論、本論、結論から構成され、本論は 4 章からなる。以下に各章の概要を述べる。ま
ず第 1章（序論）では研究の動機とその背景として、既往研究と本研究の位置付けについて述べた上で、
研究の目的と論文の構成を記した。 
  第 2 章では、空間のわかりやすさ評価のために独自開発した実験装置、視覚障害を再現可能な経路
探索シミュレーションシステム・WASS の実用性の検証を行った。実環境との経路探索実験の比較から、
WASS環境は経路探索実験時に注視される環境要素や距離感の分析に活用できることが確認された。 





















 本論文の最終章にあたる第 6章では、本研究で得られた結果をまとめて結論としている。 
  以上のように、本研究では実験装置として経路探索シミュレーションシステム・WASSを独自開発し、
それによる繰り返し経路探索実験に基づくアンカーポイントから空間のわかりやすさを評価する方法を
明らかにした。この手法は、空間の分かりやすさに関する客観指標の検討、視覚障害の種類や程度に応
じた空間のわかりやすさ評価法の検討、さらには駅や公共施設および都市空間など広範な施設計画への
応用など、多面的な発展性を有している。 
  審査委員会はこうした評価に基づき、本論文を博士（学術）の学位を授与するに値するものと認定
した。 
 
 
 
 
 
